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「議会」とは何だろう！？ P2～3TOPIX
トピックス

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

この印刷物は地球環境に優しい
植物油インキを使用しています。

生年月日 昭和16年１月20日生 80歳
名　　前

行政区・屋号 東江前区・ナンジャトゥモ

題 字 記 入 者

玉 城  清 武
たま  しろ  きよ  たけ

（ふさと苑）

　在宅からデイサービスを利用されています。
　お話好きで歌好き。穏やかで利用者さん同士
の会話も多く活気があります。特に歌は、唱歌、
歌謡曲、民謡などジャンルを問わずよくご存じです。
　レクレーションの「風船バレー」では戦力として
大活躍しています。

職員からみた玉城さん

書きました！
私が
わたし

か

を

ドゥンチュイムニ

伊江村議会事務局長 島 袋  裕 次

　　　　　　　という方言がある。「心を一つに合わせること、協力」という語彙。
　今の厳しい時代を村ぐるみで乗り越えていきましょう！私は好きな造語「一笑健明（いっしょうけんめい）」を毎朝イ
メージしています。人生半世紀が過ぎ、常に前を向くこと、楽しむことをモットーに日々の生活を過ごすよう心掛けて
います。
　村民皆様が、一日笑顔で健康で明るく過ごせますように・・・。
　最後に、コロナ禍で現場に立つ全国の医療従事者に感謝し、村民皆様の御健康とコロナの早期終息を心から願って
います。

「チムズリ」

チューパンジャ シンショリヨ～♪

独り言

伊江村議会事務局
で検索ッちゅん

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

城山中腹の駐車場周辺に植栽
された松の管理について

平成27年12月定例会あの質問どうなった！？

平成10年、城山中腹
に松の成木40本が

植栽されたが、現在は５
本。その後、村の予算で植
栽された。以前のように松
が茂った景観づくりは出
来ないか。

質 相次ぐ台風等により
過酷な条件ではあ

る。「城の前」の歌のように
「城の前の松の枝持ちの美
らさ」というイメージをし
て植栽計画をしていく。

答 平成28年、宝くじの
社会貢献広報活動

事業の助成を受け、リュウ
キュウマツ30本を植栽。台
風等の影響もなく順調に
生育している。

現
Good Job
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議会傍聴 議会に興味・関心のある方は、役場3 階議会事務局
で手続きをし、議会の様子を見ることが出来ます。

議会の流れ

「議場」では住民を代表する10名の
「議員」が村の条例や予算等を
審議・決定致します。

議会は最終的な
意思決定機関A

アンサー

議
会
と
は
何
だ
ろ
う
！？

議
会
の
流
れ

議
会

ぎ

か

　い

と
は

何
だ
ろ
う
！？

急に議会を開くことも

あるのかな？

議決ってなんだろう？

定期的に開かれる議会です。
毎年３月、６月、９月、12月の年４回
開かれます。

定例会とは？

議員が議場に参集し、議長が開会を告げます。

「要　請　型」 … 住民が抱えている不安、不満、問題等をまとめて、その対策、
解決策等を資す方法。

「事情聴取型」 … 予算の執行をはじめ、今現在、執行中の事務・事業の進行
状況を資す方法。

「政　策　型」 … 議員が日頃、思い抱いている抱負、アイディア等を政策と
して提言する方法。

村長から提案される議案には「議案」「報告」「同意」「承認」「認定」があります。
また、議員から提案される議案には「議員提出議案」「意見書」「決議」「陳情」
があります。

議案の提案者（村長、提案議員）が議案の内容や理由を説明します。

議員が議案について質疑を行います。

議案などに、詳しい審査が必要な場合は、所管の常任委員会等に付託します。

各常任委員会で専門的に調査・検討し、委員会としての意思決定をします。

各委員長が委員会での審査の概要と結果を本会議で報告します。

議員が議案などに賛否の意見を述べます。

議員がそれぞれ議案などに対し賛否の意思を決定します。
特別なものを除き、出席議員の過半数で決定されます。
議案などの審査がすべて終わると、議長が閉会を告げ議会は終了します。

村長が招集します。

定例会では議員が村の事業や予算、村長の施策
など村政全般について村長に質問します。

招　　　集

開　　　会

一 般 質 問

議案の上程

議案の質疑

委員会付託

付託議案審査

委員長報告

討　　　論

採　　　決

閉　　　会

提案理由の説明

☎0980-49-2924お問い
合わせ

とは議会運営委員会 ？
議会がスムーズに運営されるよう、議事及び日程など
の調整を行います。
また、議会の会議規則や委員会に関する条例、議長の
諮問※に関する事項などについても協議します。
※諮問とは：法令上定められた事項について、意見を尋ね求めること。

私達が住民の為、審議・決定致します！

村議会とは、住民から選ばれた議員で構成され、

伊江村議会の議員定数は10人で、任期は４年です。
※現職は令和4年9月まで

議会が「議決機関」と呼ばれるのに対し、議会の決定
に基づいて実際に仕事を行うのが、村長が代表で
ある行政であり、「執行機関」と呼ばれています。
議会と行政は互いに独立した立場で考えを出し合い
ながら、住民生活の向上に努めてまいります。

村議会って
なにをするの？村議会とは？

村の条例や予算などの重要な事項を審議し、
決定する唯一の機関です。

？とは議決（議決権）
村長などの執行機関に対して、議会は村の
議事機関、意思決定機関として存在して
います。村長が提案した案件（条例の制定・
改正・廃止、予算の決定、決算の認定、重要
な契約の締結、財産の取得・処分など）に
ついて審議し、その可否を表明することが
議会の最も重要な職責です。

通常の委員会とは違うの？

本会議で付託された特定の議案や議会が特に必要
と認めるときには、特別委員会を設けて調査または
審査します。常任委員会と議会運営委員会は条例
で名称や委員数などが決められていますが、特別
委員会には決まりがなく、議会の議決をもって必要
なときに設置および定数を決めることができ、議案
の審議終了をもって閉会となります。

？特別委員会とは

特定の案件を審議するときや議会を
開く必要が生じたときに開かれます。

？とは臨時会
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和
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令
和
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年
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算

「自然豊かな環境で誇りをもって、み  んなが協働し、活気あふれる村づくり」を目指し

村で進める主な事業は！？

■令和３年第2回定例会（３月）を３月9日から19日までの11日間の会期で行いました。
　本定例会では、令和３年度一般会計及び特別会計当初予算をはじめ、令和２年度補正
予算など30件の議案を審議し、すべて、原案のとおり可決しました。
　（審議結果の概要はP14～P15をご覧ください。）

畜産総合施設整備事業、農業集落排水事業、
屋内体育施設建設事業、伊江中学校教員宿舎
整備工事、防災無線放送施設整備事業等の事業
実施に伴う影響だよ。

一　般　会　計

診療所特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

船舶運航事業会計

水道事業会計

合　　　　　計

令和３年度予算額

8,630,000

349,800

966,700

66,300

896,784

194,731

11,104,315

令和２年度予算額

7,476,000

328,000

953,000

67,800

920,295

199,356

9,944,451

前年度比増減額

1,154,000

21,800

13,700

▲ 1,500

▲ 23,511

▲ 4,625

1,159,864

令和３年度予算総額111億 431万５千円 を可決
（
６
会
計
）

（単位：千円）令和３年度予算
会　　計　　名

86億3,000万円
なぜ！？ 11億5,400万円も増えたのかな？？

一般会計予算額 過去最高額

３
月
定
例
会

第
２
回

農林水産業
 畜産総合施設整備事業（継続）
水産環境整備事業（継続）
農業集落排水事業（継続）

6億4100万円
1億5500万円
1億8260万円

商工観光業
 伊江村必需品物品供給支援事業（継続）
 消費喚起プレミアム商品券発行事業（継続）

294万円
2214万円

教育文化・生涯学習
7200万円

 14億138万円
1億8840万円

 西小学校外構改修工事（新規）
 屋内体育施設建設事業（継続）
 伊江中学校教員宿舎整備工事（継続）

住民福祉
1460万円
747万円
129万円

戦跡等周辺環境整備事業（新規）
子育て支援センターの設置（新規）
介護人材確保対策事業（新規）

医療の確保
2237万円
46万円

新型コロナワクチン接種事業（新規）
妊娠・出産包括支援事業（新規）

住環境整備
600万円

５億500万円
5000万円

移住定住促進住宅整備事業（新規）
防災無線放送施設整備事業（継続）
真謝区・西崎区住環境負担軽減事業（継続）

※別紙　令和3年議会報告会資料をご参照ください。

畜産総合施設　完成予定図

新型コロナワクチン集団接種

子育支援センター

西小学校外構工事箇所

戸別受信機
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 屋内体育施設建設事業（継続）
 伊江中学校教員宿舎整備工事（継続）

住民福祉
1460万円
747万円
129万円

戦跡等周辺環境整備事業（新規）
子育て支援センターの設置（新規）
介護人材確保対策事業（新規）

医療の確保
2237万円
46万円

新型コロナワクチン接種事業（新規）
妊娠・出産包括支援事業（新規）

住環境整備
600万円

５億500万円
5000万円

移住定住促進住宅整備事業（新規）
防災無線放送施設整備事業（継続）
真謝区・西崎区住環境負担軽減事業（継続）

※別紙　令和3年議会報告会資料をご参照ください。

畜産総合施設　完成予定図

新型コロナワクチン集団接種

子育支援センター

西小学校外構工事箇所

戸別受信機
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

反
対
・
賛
成
討
論 　歳入において、国庫支出金のうち防衛局関連事業費は、特定防

衛施設周辺整備交付金事業で３億４千832万１千円、民生安定事
業で３億７千858万３千円、街づくり支援事業（総合運動公園事
業）で10億２千778万３千円、合計17億５千468万７千円となり
国庫支出金総額の70％、歳入総額の20％を占めている。
　歳出において、真謝区・西崎区の防音工事費は前年度と同額と
なっているが、F35-B戦闘機が訓練を再開した現在住民の要望を
再調査し、事業を進めることが必要であると考える。法定外繰出
しによって今年度も国保の税率が据え置かれた。今後も高すぎる
国保税の引き上げをしないよう国保会計への支援を継続すべき
である。廃家電リサイクル収集運搬委託料については、処分場の
延命化と資源のリサイクルを継続するためにも委託料を引き上
げる必要がある。畜産総合施設については、早期に運営計画を作成し農家の不安を払拭すべきと考える。
本予算案にも自衛隊募集業務委託金が計上されている。伊江島では海兵隊の「遠征前進基地作戦
（EABO）」と言われる移動式ミサイルなどの設置訓練が行われている。基地がある所が狙われること
は、去った大戦で伊江村が壊滅的な打撃を受けたことを証明している。水陸機動団の沖縄配備の密約
もあったと報道されている自衛隊強化のための募集業務をしないことを求める。

船舶運航事業会計予算討論（抜粋）
賛成討論
　イベントの中止や民泊事業の見通しがつかな
い状況で、損失額が増大する見込みとなってい
る。一方、伊江港の波除堤・岸壁の改修工事、本部
港では屋根付き待機場施設の建設が県の事業主
体で実施される。乗船客の利便性や施設の強化
につながり、コロナ禍の現状や安全航海、今後の
観光産業を鑑みた予算編成であり、評価する。

島袋　勉 議員反対討論
　島の米軍基地では、海兵隊の「遠征前進基地
作戦」が行われている。F35-B戦闘機も参加し、
移動式のミサイル攻撃をする訓練である。私は、
米軍の訓練に加担する米軍運搬を含んだ予算案
には一貫して反対してきた。米軍の運搬を含ん
だ予算案を認めることはできない。

名嘉　實 議員

反 対
賛 成
討 論

反 対
賛 成
討 論

一般会計予算討論（抜粋）
名嘉　實 議員反対討論

賛成討論
　令和３年度の大型予算の要因として、農業集落排水事業、総合運動公園整備事業（屋内運動場）な
ど、本村の地域経済の振興、社会体育の更なる充実と健康増進、観光産業の発展に寄与する事業であ
る。また、子どもの健やかな育ちを支援する子育て支援センターの開設、移住定住促進住宅整備事業
調査、社会福祉協議会への増額支援、医師確保のほか、西小学校ブロック塀改修工事、伊江中学校マイ
クロバス購入事業など次代を担う児童生徒のための教育振興予算が計上されている。その他、商工観
光業の振興、住民福祉の向上、住環境整備、防災行政の整備等の予算が計上され、村民のニーズを的確
に把握した予算編成と考え、自主・自立に向けた伊江村づくりに大きく邁進できるものと期待する。

並里 晴男 議員

2021年３月19日

る
。固
定
資
産
税
は
、５
月
に
１
件
で
２
万

８
，０
０
０
円
の
申
請
が
あ
り
、途
中
解
除

し
全
納
し
た
。

　
　
聖
苑
の
管
理
人
が
交
代
し
た
場
合
、

　
　
遺
族
が
支
払
っ
て
い
る
手
数
料
等
に

つ
い
て
は
従
来
通
り
か

　
　
管
理
人
は
交
代
す
る
が
、
手
数
料
等

　
　
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
　
ち
ゅ
ら
島
づ
く
り
応
援
寄
付
金
業
務

　
　
で
購
入
す
る
伊
江
中
学
校
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
は
何
人
乗
り
を
予
定
し
て
い
る
か

　
　
定
員
29
名
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

　
　
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
ス
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チ
ェ
ッ
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託
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内
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は
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医
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健
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セ
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委
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し
、
全
職
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て
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
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、
ア
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ケ
ー
ト
調
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を
実
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し
て
い
る
。厚
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働
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の
基
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を
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定
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場
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、
10
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が
高
ス
ト
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ス

者
と
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、
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和
２
年
度
の
伊

江
村
役
場
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結
果
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。
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０
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取
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績
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潮
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０
０
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３
６
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２
４
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４
４
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の
運
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画
は
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を
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と
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予
定
し
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お
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で
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く
。
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、
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の
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な

　
　
ど
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で
行
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が
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日
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か

　
　
多
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で
、
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た
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在
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は
２
件
で
27
万
円
の
申
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が
あ

QA

QA

QA

QAQA

QAQA

QAQAQA

Q&A
特別委員会
予算審査
ここが聞きたい！！

質疑

畜産総合施設　工事写真

防風林帯の役割をしているセンネンボク
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なっているが、F35-B戦闘機が訓練を再開した現在住民の要望を
再調査し、事業を進めることが必要であると考える。法定外繰出
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本予算案にも自衛隊募集業務委託金が計上されている。伊江島では海兵隊の「遠征前進基地作戦
（EABO）」と言われる移動式ミサイルなどの設置訓練が行われている。基地がある所が狙われること
は、去った大戦で伊江村が壊滅的な打撃を受けたことを証明している。水陸機動団の沖縄配備の密約
もあったと報道されている自衛隊強化のための募集業務をしないことを求める。
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　イベントの中止や民泊事業の見通しがつかな
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につながり、コロナ禍の現状や安全航海、今後の
観光産業を鑑みた予算編成であり、評価する。
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　島の米軍基地では、海兵隊の「遠征前進基地
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ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
薬
の
処
方
な

　
　
ど
は
電
話
診
療
で
行
っ
て
い
る
が
、

１
日
何
件
あ
る
か

　
　
多
い
時
で
、
電
話
診
療
は
20
件
ほ
ど

　
　
あ
る
。

村
の
納
税
猶
予
の
制
度
を
利
用
し
た

件
数
及
び
そ
の
税
額
は

　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、国
税
を
含
め
、県

　
　
税
、
村
税
含
め
て
徴
収
猶
予
の
制
度

が
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
。現
在
法
人
の

住
民
税
は
２
件
で
27
万
円
の
申
請
が
あ

QA

QA

QA

QAQA

QAQA

QAQAQA

Q&A
特別委員会
予算審査
ここが聞きたい！！

質疑

畜産総合施設　工事写真

防風林帯の役割をしているセンネンボク
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虻江修
議員

三
役
を
除
く
特
別
職
報
酬
と
職
員
給
与
に
つ
い
て

「
紅
芋
タ
ル
ト
」
を
保
育
所
や
学
校
給
食
で
使
用
で
き
な
い
か

学
校
給
食
の
献
立
を
調
整
し
、
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い

教育長 一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
昨
年
12
月
29
日
の
新
聞
報
道

に
よ
り
県
内
市
町
村
給
与
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
が
発
表
さ
れ
た
。当

伊
江
村
は
県
内
41
市
町
村
中
順
位

29
位
で
指
数
は
９
３
・
９
。平
成
31

年
度
よ
り
２
・
１
改
善
さ
れ
た
も

の
の
、
県
内
市
町
村
平
均
の
９
５
・

９
、県
内
町
村
平
均
９
５
・
５
よ
り

下
回
っ
て
い
る
。平
成
31
年
度
地
方

公
務
員
給
与
実
態
調
査
に
基
づ
く

指
標
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、村
長
の

給
料
月
額
は
県
内
41
市
町
村
中
第

21
位
と
な
っ
て
お
り
、職
員
給
与
と

は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
構
図
に
な
っ

て
い
る
。ま
た
、
三
役
を
除
く
特
別

職
報
酬
も
北
部
11
町
村
の
比
較
で

み
る
と
平
均
報
酬
を
下
回
っ
て
い

る
。財
政
力
指
数
０
・
１
７
、
自
主

財
源
比
率
も
２
１
・
４
％
と
厳
し

い
本
村
で
は
あ
る
が
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
三
役
を
除
く
特
別
職
報
酬
と
職

員
給
与
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　
村
　長

　
三
役
を
除
く
特
別
職
報
酬
は
北

部
町
村
の
平
均
額
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。報
酬
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
く
中
で
広
く
議
論

し
、類
似
町
村
の
実
態
を
踏
ま
え
つ

つ
、報
酬
の
均
衡
化
を
図
る
た
め
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。ま

た
、職
員
給
与
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
国
の
人
事
院
勧
告
、県
人
事
委
員

会
勧
告
に
基
づ
き
適
正
に
行
っ
て

き
た
。ラ
ス
指
数
９
３
・
９
が
そ
の

結
果
で
あ
り
、他
町
村
と
比
較
し
て

も
低
い
給
与
体
系
と
は
考
え
て
い

な
い
。給
与
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
「
も
ら
い
す
ぎ
」
と
の
批
判
を
あ

び
る
こ
と
も
あ
り
、村
民
の
理
解
と

納
得
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。た

だ
、
今
回
の
質
問
の
趣
旨
、
一
つ
の

提
言
と
い
う
部
分
に
お
い
て
は
、村

の
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
中
で

広
く
議
論
し
、
他
町
村
の
近
似
性
、

類
似
性
を
重
視
し
な
が
ら
、
職
員
の

労
働
条
件
の
改
善
、待
遇
、処
遇
に
つ

い
て
は
し
っ
か
り
と
応
え
ら
れ
る
よ

う
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
に
取
り
組
み
、
職
員
の
労
働
条
件
の
改
善
、

待
遇
、
処
遇
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

村長

問

答

※１　ラスパイレス指数とは
　地方公務員と国家公務員の平均給与額を、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職に
おける学歴別、経験年数別に比較し、国家公務員の給与を100とした場合の地方公務員の給与
水準を示した指数のこと。

※２　地産地消とは
　地域生産・地域消費（ちいきせいさん・ちいきしょうひ）の略語で、地域で生産された様々な生産
物や資源（主に農産物や水産物）をその地域で消費することである。

※平成31年度地方公務員給与実態調査による。※一般行政職の（　）は平均年齢

村三役・議長・議員・監査委員と一般行政職給与月額　
区　分 村　長
伊江村

北部地区平均
県町村平均

731
714
709

592
582
577

556
546
537

263
271
273

副村長 教育長 議長
203
211
212

議員 監査委員
45
52
51

一般行政職
287（41.5）
283（39.8）
293（40.6）

（単位：千円）

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
島
の
紅
芋
生
産

農
家
も
紅
芋
の
出
荷
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。そ
こ
で

保
育
所
や
学
校
給
食
で「
紅
芋
タ
ル

ト
」
を
使
用
で
き
な
い
か
。そ
の
こ

と
は
紅
芋
農
家
や
菓
子
製
造
業
者

の
支
援
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
教
育
長
　宮
里
徳
成
　

保
育
所
や
学
校
給
食
で
は
食
育
の

観
点
か
ら
地
場
産
物
の
使
用
を
推

進
し
て
お
り
「
紅
芋
タ
ル
ト
」
を
使

用
す
る
こ
と
は
紅
芋
農
家
や
菓
子

製
造
業
者
の
支
援
と
し
て
有
効
で

あ
り
献
立
等
を
調
整
し
実
施
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
県
内
「
紅
芋
タ
ル
ト
」
の
菓
子

製
造
業
者
の
一
方
は
村
出
身
者
が

会
長
を
務
め
る
会
社
で
あ
る
。会
長

さ
ん
は
誰
よ
り
も
島
を
愛
し「
第
１

回
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」か

ら
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
協
賛
い
た

だ
き
多
額
の
ご
寄
附
を
さ
れ
て
い

る
。ま
た
育
英
会
や
学
校
の
記
念
行

事
で
も
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
、私
が

調
べ
た
と
こ
ろ
、こ
れ
ま
で
に
約
３
，

０
０
０
万
円
近
く
の
寄
附
を
さ
れ

て
い
る
。そ
の
業
者
の
「
紅
芋
タ
ル

ト
」を
使
用
す
る
こ
と
は
　
①
紅
芋

農
家
を
支
援
す
る
　
②
村
出
身
者

の
働
く
場
を
継
続
さ
せ
る
　
③
子

ど
も
達
に
喜
ば
れ
る
と
同
時
に
地

産
地
消
教
育
に
つ
な
が
る
　
④
こ

れ
ま
で
の
ご
貢
献
に
少
し
で
も
報

い
る
。こ
の
よ
う
な
大
き
な
効
果
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
村
　長

　
菓
子
会
社
の
会
長
の
島
に
対
す

る
郷
土
愛
は
島
袋
議
員
と
同
感
で

あ
る
。こ
れ
ま
で
の
貢
献
に
感
謝
の

意
を
持
ち
つ
つ
何
ら
か
の
形
で
支

援
し
た
い
。

　
　
村
に
は
多
目
的
運
動
場
、野
球

場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
そ
し
て
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
屋
内
運

動
場
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
る
。

し
か
し
現
在
の
施
設
管
理
は
、
教
育

委
員
会
、商
工
観
光
課
、政
策
調
整
室

と
管
理
体
制
は
一
貫
し
て
い
な
い
。

　
多
額
の
投
資
を
し
た
ス
ポ
ー
ツ

施
設
は
村
民
に
大
い
に
利
用
し
て

も
ら
い
、健
康
維
持
増
進
に
つ
な
げ
、

ま
た
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
や
大
会
・
合
宿
等
を
誘
致
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
管
理
窓
口
を
一
本
化
す
る
仮
称

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
」
を
設
置
す
べ

き
だ
と
思
う
が
村
長
の
考
え
は
。

　
　
村
　長

　
管
理
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
は

誘
致
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
こ
と
で
そ
の
効
果
が
見
込
め
る
体

問答

答

問

問

答

仮
称
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
」

を
設
置
し
村
外
か
ら
の

合
宿
や
大
会
等
を
誘
致
せ
よ

現
体
制
の
課
題
を
検
証
し
、

組
織
強
化
に
努
め
た
い

村長

※

１

※

２

賛否が分かれることは承知。視点、認識の違いもあり、噛み合わない議論もあったが、
特別職報酬と職員給与のあり方について考察する機会になれば。「公務員＝全体
の奉仕者」といえども、勤労意欲を損なう給与体系であってはならない。行財政が
厳しいというのであれば、職員に負担を強いるだけではなく、三役の報酬も見直
すべきではないか。予算執行権を持つ首長の英断に期待したい。

つぶやき

島袋義範
議員

制
で
あ
る
と
考
え
る
。現

体
制
で
の
課
題
を
検
証

し
推
進
戦
略
や
組
織
の
強

化
手
法
を
検
討
し
た
い
。

　
　
管
理
体
制
を
一
本
化

し
各
種
大
会
や
合
宿
等
の

誘
致
を
ス
ム
ー
ズ
に
推
進

す
る
こ
と
は
村
内
の
土
産

品
店
、飲
食
店
、宿
泊
業
者

等
に
も
波
及
し
村
経
済
の

活
性
化
に
大
き
な
効
果
を

生
む
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
村
　長
　

　
第
５
次
伊
江
村
総
合
計

画
や
新
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
中
で
あ
り
、そ
の
中
で

機
構
改
革
も
検
討
し
て

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
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問答

紅芋の圃場
ほじょう



虻江修
議員

三
役
を
除
く
特
別
職
報
酬
と
職
員
給
与
に
つ
い
て

「
紅
芋
タ
ル
ト
」
を
保
育
所
や
学
校
給
食
で
使
用
で
き
な
い
か

学
校
給
食
の
献
立
を
調
整
し
、
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い

教育長 一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
昨
年
12
月
29
日
の
新
聞
報
道

に
よ
り
県
内
市
町
村
給
与
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
が
発
表
さ
れ
た
。当

伊
江
村
は
県
内
41
市
町
村
中
順
位

29
位
で
指
数
は
９
３
・
９
。平
成
31

年
度
よ
り
２
・
１
改
善
さ
れ
た
も

の
の
、
県
内
市
町
村
平
均
の
９
５
・

９
、県
内
町
村
平
均
９
５
・
５
よ
り

下
回
っ
て
い
る
。平
成
31
年
度
地
方

公
務
員
給
与
実
態
調
査
に
基
づ
く

指
標
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、村
長
の

給
料
月
額
は
県
内
41
市
町
村
中
第

21
位
と
な
っ
て
お
り
、職
員
給
与
と

は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
構
図
に
な
っ

て
い
る
。ま
た
、
三
役
を
除
く
特
別

職
報
酬
も
北
部
11
町
村
の
比
較
で

み
る
と
平
均
報
酬
を
下
回
っ
て
い

る
。財
政
力
指
数
０
・
１
７
、
自
主

財
源
比
率
も
２
１
・
４
％
と
厳
し

い
本
村
で
は
あ
る
が
改
善
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
三
役
を
除
く
特
別
職
報
酬
と
職

員
給
与
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　
村
　長

　
三
役
を
除
く
特
別
職
報
酬
は
北

部
町
村
の
平
均
額
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。報
酬
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
く
中
で
広
く
議
論

し
、類
似
町
村
の
実
態
を
踏
ま
え
つ

つ
、報
酬
の
均
衡
化
を
図
る
た
め
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。ま

た
、職
員
給
与
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
国
の
人
事
院
勧
告
、県
人
事
委
員

会
勧
告
に
基
づ
き
適
正
に
行
っ
て

き
た
。ラ
ス
指
数
９
３
・
９
が
そ
の

結
果
で
あ
り
、他
町
村
と
比
較
し
て

も
低
い
給
与
体
系
と
は
考
え
て
い

な
い
。給
与
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
「
も
ら
い
す
ぎ
」
と
の
批
判
を
あ

び
る
こ
と
も
あ
り
、村
民
の
理
解
と

納
得
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。た

だ
、
今
回
の
質
問
の
趣
旨
、
一
つ
の

提
言
と
い
う
部
分
に
お
い
て
は
、村

の
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
中
で

広
く
議
論
し
、
他
町
村
の
近
似
性
、

類
似
性
を
重
視
し
な
が
ら
、
職
員
の

労
働
条
件
の
改
善
、待
遇
、処
遇
に
つ

い
て
は
し
っ
か
り
と
応
え
ら
れ
る
よ

う
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

特
別
職
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
に
取
り
組
み
、
職
員
の
労
働
条
件
の
改
善
、

待
遇
、
処
遇
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

村長

問

答

※１　ラスパイレス指数とは
　地方公務員と国家公務員の平均給与額を、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職に
おける学歴別、経験年数別に比較し、国家公務員の給与を100とした場合の地方公務員の給与
水準を示した指数のこと。

※２　地産地消とは
　地域生産・地域消費（ちいきせいさん・ちいきしょうひ）の略語で、地域で生産された様々な生産
物や資源（主に農産物や水産物）をその地域で消費することである。

※平成31年度地方公務員給与実態調査による。※一般行政職の（　）は平均年齢

村三役・議長・議員・監査委員と一般行政職給与月額　
区　分 村　長
伊江村

北部地区平均
県町村平均

731
714
709

592
582
577

556
546
537

263
271
273

副村長 教育長 議長
203
211
212

議員 監査委員
45
52
51

一般行政職
287（41.5）
283（39.8）
293（40.6）

（単位：千円）

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
島
の
紅
芋
生
産

農
家
も
紅
芋
の
出
荷
が
ス
ト
ッ
プ

し
て
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。そ
こ
で

保
育
所
や
学
校
給
食
で「
紅
芋
タ
ル

ト
」
を
使
用
で
き
な
い
か
。そ
の
こ

と
は
紅
芋
農
家
や
菓
子
製
造
業
者

の
支
援
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
教
育
長
　宮
里
徳
成
　

保
育
所
や
学
校
給
食
で
は
食
育
の

観
点
か
ら
地
場
産
物
の
使
用
を
推

進
し
て
お
り
「
紅
芋
タ
ル
ト
」
を
使

用
す
る
こ
と
は
紅
芋
農
家
や
菓
子

製
造
業
者
の
支
援
と
し
て
有
効
で

あ
り
献
立
等
を
調
整
し
実
施
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
県
内
「
紅
芋
タ
ル
ト
」
の
菓
子

製
造
業
者
の
一
方
は
村
出
身
者
が

会
長
を
務
め
る
会
社
で
あ
る
。会
長

さ
ん
は
誰
よ
り
も
島
を
愛
し「
第
１

回
伊
江
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」か

ら
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
協
賛
い
た

だ
き
多
額
の
ご
寄
附
を
さ
れ
て
い

る
。ま
た
育
英
会
や
学
校
の
記
念
行

事
で
も
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
、私
が

調
べ
た
と
こ
ろ
、こ
れ
ま
で
に
約
３
，

０
０
０
万
円
近
く
の
寄
附
を
さ
れ

て
い
る
。そ
の
業
者
の
「
紅
芋
タ
ル

ト
」を
使
用
す
る
こ
と
は
　
①
紅
芋

農
家
を
支
援
す
る
　
②
村
出
身
者

の
働
く
場
を
継
続
さ
せ
る
　
③
子

ど
も
達
に
喜
ば
れ
る
と
同
時
に
地

産
地
消
教
育
に
つ
な
が
る
　
④
こ

れ
ま
で
の
ご
貢
献
に
少
し
で
も
報

い
る
。こ
の
よ
う
な
大
き
な
効
果
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
村
　長

　
菓
子
会
社
の
会
長
の
島
に
対
す

る
郷
土
愛
は
島
袋
議
員
と
同
感
で

あ
る
。こ
れ
ま
で
の
貢
献
に
感
謝
の

意
を
持
ち
つ
つ
何
ら
か
の
形
で
支

援
し
た
い
。

　
　
村
に
は
多
目
的
運
動
場
、野
球

場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
そ
し
て
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
屋
内
運

動
場
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
る
。

し
か
し
現
在
の
施
設
管
理
は
、
教
育

委
員
会
、商
工
観
光
課
、政
策
調
整
室

と
管
理
体
制
は
一
貫
し
て
い
な
い
。

　
多
額
の
投
資
を
し
た
ス
ポ
ー
ツ

施
設
は
村
民
に
大
い
に
利
用
し
て

も
ら
い
、健
康
維
持
増
進
に
つ
な
げ
、

ま
た
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
や
大
会
・
合
宿
等
を
誘
致
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
管
理
窓
口
を
一
本
化
す
る
仮
称

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
」
を
設
置
す
べ

き
だ
と
思
う
が
村
長
の
考
え
は
。

　
　
村
　長

　
管
理
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
は

誘
致
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
ス

ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
こ
と
で
そ
の
効
果
が
見
込
め
る
体

問答

答

問

問

答

仮
称
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
」

を
設
置
し
村
外
か
ら
の

合
宿
や
大
会
等
を
誘
致
せ
よ

現
体
制
の
課
題
を
検
証
し
、

組
織
強
化
に
努
め
た
い

村長

※

１

※

２

賛否が分かれることは承知。視点、認識の違いもあり、噛み合わない議論もあったが、
特別職報酬と職員給与のあり方について考察する機会になれば。「公務員＝全体
の奉仕者」といえども、勤労意欲を損なう給与体系であってはならない。行財政が
厳しいというのであれば、職員に負担を強いるだけではなく、三役の報酬も見直
すべきではないか。予算執行権を持つ首長の英断に期待したい。

つぶやき

島袋義範
議員

制
で
あ
る
と
考
え
る
。現

体
制
で
の
課
題
を
検
証

し
推
進
戦
略
や
組
織
の
強

化
手
法
を
検
討
し
た
い
。

　
　
管
理
体
制
を
一
本
化

し
各
種
大
会
や
合
宿
等
の

誘
致
を
ス
ム
ー
ズ
に
推
進

す
る
こ
と
は
村
内
の
土
産

品
店
、飲
食
店
、宿
泊
業
者

等
に
も
波
及
し
村
経
済
の

活
性
化
に
大
き
な
効
果
を

生
む
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
村
　長
　

　
第
５
次
伊
江
村
総
合
計

画
や
新
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
中
で
あ
り
、そ
の
中
で

機
構
改
革
も
検
討
し
て

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
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村政 の ここを問う
一般質問の詳細については、ホームページの第２回定例会会議録をご覧下さい

問答

紅芋の圃場
ほじょう



亀里敏郎
議員

女
性
職
員
の
管
理
職
員
登
用
は

島袋勉
議員

特
産
品
の
生
産
・
雇
用
拡
大
に
向
け
て

女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
に
向
け
て
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
く

村長

企
業
等
の
特
産
品
開
発
へ
可
能
な
限
り
支
援
を
行
っ
て
い
く

村長 　
　
令
和
元
年
度
か
ら
ジ
ー
マ
ミ
の
生

産
振
興
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
中

村
慎
吾
氏
が
来
村
し
、
生
産
拡
大
や
加
工

品
の
開
発
に
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ー
マ
ミ
を
栽
培
す
る
農
家
が
増
え
、
生

産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
す
る
。そ
こ
で
伊
江
村
の
特
産
品
に

対
す
る
見
解
を
伺
う
。

　
新
た
な
特
産
品（
農
水
産
物
・
加
工
品
）

は
あ
る
か
。

　
　
村
　
長

こ
れ
ま
で
農
林
水
産
物
を
利
用
し
た
特

産
品
と
し
て
ラ
ム
酒
や
ケ
ッ
ク
ン
な
ど

県
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
商
品

も
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
大
き
な
課

題
と
捉
え
、
企
業
等
の
特
産
品
開
発
へ
可

能
な
限
り
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
返
礼
品
と

し
て
評
判
の
高
い
、
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
状

況
と
安
定
し
た
生
産
並
び
に
生
産
拡
大

に
向
け
た
取
組
は
あ
る
か
。

　
　
村
　
長

　
現
在
の
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
状
況
は
栽

培
農
家
８
戸
で
８
ト
ン
の
生
産
量
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

は
２
６
８
件
、
４
４
６
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。昨
年
の
12
月
24
日
に
生
産

会
議
に
よ
り
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
農
家
と
意

見
交
換
会
を
行
い
、
令
和
３
年
２
月
10
日

に
栽
培
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

　
生
産
農
家
か
ら
の
課
題
の
対
処
及
び

品
質
・
生
産
量
の
向
上
を
図
る
勉
強
会

等
を
開
催
し
な
が
ら
、
生
産
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　
　
特
産
品
の
販
路
開
拓
の
取
組
は
あ

る
か
。

　
　
村
　
長

　
こ
れ
ま
で
県
内
外
で
離
島
フ
ェ
ア
、
や

ん
ば
る
産
業
ま
つ
り
及
び
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
等
で
伊
江
島
特
産
品
の
販
売
促
進

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
農
産

物
に
つ
い
て
は
島
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
中
心

に
、
東
京
都
の
豊
島
区
で
２
回
ほ
ど
行
っ

て
い
る
。新
年
度
に
お
い
て
も
試
食
販
売

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
販
売
促
進
及
び
販
路
開
拓
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
特
産
品
の
加
工
等
に
詳
し
い
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
の
受
入
れ
は
で
き
な
い

か
。

　
　
村
　
長

今
後
、村
の
施
策
の
展
開
の
中
で
必
要
に
応

じ
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た
い
。

　
　
農
水
産
部
の
６
次
産
業
化
等
で
、
起

業
す
る
た
め
の
手
段
や
情
報
収
集
を
目

的
と
し
た
講
演
会
や
勉
強
会
を
企
画
で

き
な
い
か
。

　
　
村
　
長

　
６
次
産
業
化
を
推
進
、
支
援
す
る
の
は

行
政
の
大
き
な
役
割
と
考
え
て
お
り
、農

林
水
産
課
に
も
６
次
産
業
化
の
担
当
も

配
置
し
て
い
る
が
、今
の
と
こ
ろ
６
次
産

業
化
に
よ
る
起
業
相
談
が
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。今
後
も
６
次
産
業
化
に
つ
い

て
広
報
活
動
を
行
い
、講
演
会
や
勉
強
会

等
も
必
要
に
応
じ
開
催
し
、農
家
へ
の
周

知
を
図
り
た
い
。

問　
　
国
は
女
性
で
あ
っ
て
も
男
性
で

あ
っ
て
も
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
活
躍

で
き
る
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
11
年
に
「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」を
策
定
し
た
。

　
直
近
の
県
内
新
聞
報
道
で
、
41
市
町
村

の
課
長
相
当
職
以
上
の
管
理
職
に
占
め

る
女
性
比
率
は
、
２
０
２
０
年
度
１
４
％

で
全
国
平
均
１
５
・
８
％
を
下
回
り
、
国

の
目
標
は
30
％
で
あ
る
。各
市
町
村
と
も

女
性
の
登
用
を
掲
げ
る
が
、
目
標
を
ど
う

実
行
す
る
の
か
本
気
度
が
問
わ
れ
て
い

る
。な
お
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
、

41
市
町
村
で
女
性
登
用
率
ゼ
ロ
自
治
体

は
、本
村
も
含
め
て
８
自
治
体
で
あ
る
。

　
本
村
は
、
平
成
17
年
６
月
か
ら
平
成
24

年
３
月
ま
で
課
長
相
当
の
２
人
の
女
性

管
理
職
登
用
が
あ
っ
た
が
、
以
後
、
女
性

職
員
の
管
理
職
登
用
は
な
い
。

　
時
代
の
趨
勢
を
鑑
み
て
、
女
性
職
員
か

ら
も
管
理
職
登
用
を
望
む
が
、
村
長
の
見

解
は

　
　
村
　
長

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
基
づ

き
、「
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
・

す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
令
和
の
社
会
へ
」

が
令
和
２
年
12
月
25
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
、
そ
の
第
５
次
計
画
を
勘
案
し
て
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
地
方
計
画
を
策
定

し
て
具
体
的
な
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
、
女
性

活
躍
の
推
進
の
重
要
性
が
一
層
増
し
て

お
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
の

た
め
、
男
女
共
同
参
画
の
裾
野
を
広
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
村
に
お
い

て
平
成
24
年
度
以
降
、
管
理
職
に
就
く
年

齢
層
、
経
験
年
数
を
有
す
る
女
性
職
員
が

少
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
女
性
職
員

の
管
理
職
の
登
用
が
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
役
場
職
員
の
女
性
職
員
の
占
め
る
割

合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
女
性
職
員
の

管
理
職
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
女
性
職
員

の
よ
り
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
と

い
う
意
欲
、
意
識
改
革
に
も
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
は
組
織
全
体
の
活
性
化
を
図
る

上
に
お
い
て
も
、
一
定
数
の
女
性
職
員
の

管
理
職
の
登
用
は
必
要
で
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
女
性
職
員
の
割
合
及
び
採
用

試
験
合
格
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
に
も

考
慮
し
つ
つ
、
女
性
職
員
の
採
用
に
努
め

る
と
と
も
に
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
女
性

職
員
の
管
理
職
へ
の
登
用
の
拡
大
に
向
け

て
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

※

３

問

問問

問

問

答

答

答

答答

一
般
質
問

一
般
質
問

※３　男女共同参画社会基本法とは
　男女共同参画社会を実現するための重要な法律として、国は「男女共同参画社会基本法」を1999年
に施行している。
　そこでは男女共同参画社会を、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会の
あらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的
及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」と定義している。

※５　６次産業化とは
　「第一次産業」である農業や水産業の従事者が、自身
の生産物を、「第二次産業」の分野である食品加工を
行い、「第三次産業」の分野である流通や販売までを
手掛けること。また、このように経営が多角化展開する
ことを６次産業化という。

すうせい
※４　趨勢

　物事がこれからどうなってゆくかという、ありさま。なりゆき。

※

４

※

５
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亀里敏郎
議員

女
性
職
員
の
管
理
職
員
登
用
は

島袋勉
議員

特
産
品
の
生
産
・
雇
用
拡
大
に
向
け
て

女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
に
向
け
て
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
く

村長

企
業
等
の
特
産
品
開
発
へ
可
能
な
限
り
支
援
を
行
っ
て
い
く

村長 　
　
令
和
元
年
度
か
ら
ジ
ー
マ
ミ
の
生

産
振
興
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
中

村
慎
吾
氏
が
来
村
し
、
生
産
拡
大
や
加
工

品
の
開
発
に
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ー
マ
ミ
を
栽
培
す
る
農
家
が
増
え
、
生

産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
す
る
。そ
こ
で
伊
江
村
の
特
産
品
に

対
す
る
見
解
を
伺
う
。

　
新
た
な
特
産
品（
農
水
産
物
・
加
工
品
）

は
あ
る
か
。

　
　
村
　
長

こ
れ
ま
で
農
林
水
産
物
を
利
用
し
た
特

産
品
と
し
て
ラ
ム
酒
や
ケ
ッ
ク
ン
な
ど

県
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
商
品

も
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
大
き
な
課

題
と
捉
え
、
企
業
等
の
特
産
品
開
発
へ
可

能
な
限
り
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
返
礼
品
と

し
て
評
判
の
高
い
、
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
状

況
と
安
定
し
た
生
産
並
び
に
生
産
拡
大

に
向
け
た
取
組
は
あ
る
か
。

　
　
村
　
長

　
現
在
の
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
状
況
は
栽

培
農
家
８
戸
で
８
ト
ン
の
生
産
量
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

は
２
６
８
件
、
４
４
６
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。昨
年
の
12
月
24
日
に
生
産

会
議
に
よ
り
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
農
家
と
意

見
交
換
会
を
行
い
、
令
和
３
年
２
月
10
日

に
栽
培
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

　
生
産
農
家
か
ら
の
課
題
の
対
処
及
び

品
質
・
生
産
量
の
向
上
を
図
る
勉
強
会

等
を
開
催
し
な
が
ら
、
生
産
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　
　
特
産
品
の
販
路
開
拓
の
取
組
は
あ

る
か
。

　
　
村
　
長

　
こ
れ
ま
で
県
内
外
で
離
島
フ
ェ
ア
、
や

ん
ば
る
産
業
ま
つ
り
及
び
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
等
で
伊
江
島
特
産
品
の
販
売
促
進

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
農
産

物
に
つ
い
て
は
島
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
中
心

に
、
東
京
都
の
豊
島
区
で
２
回
ほ
ど
行
っ

て
い
る
。新
年
度
に
お
い
て
も
試
食
販
売

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
販
売
促
進
及
び
販
路
開
拓
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
特
産
品
の
加
工
等
に
詳
し
い
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
の
受
入
れ
は
で
き
な
い

か
。

　
　
村
　
長

今
後
、村
の
施
策
の
展
開
の
中
で
必
要
に
応

じ
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た
い
。

　
　
農
水
産
部
の
６
次
産
業
化
等
で
、
起

業
す
る
た
め
の
手
段
や
情
報
収
集
を
目

的
と
し
た
講
演
会
や
勉
強
会
を
企
画
で

き
な
い
か
。

　
　
村
　
長

　
６
次
産
業
化
を
推
進
、
支
援
す
る
の
は

行
政
の
大
き
な
役
割
と
考
え
て
お
り
、農

林
水
産
課
に
も
６
次
産
業
化
の
担
当
も

配
置
し
て
い
る
が
、今
の
と
こ
ろ
６
次
産

業
化
に
よ
る
起
業
相
談
が
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。今
後
も
６
次
産
業
化
に
つ
い

て
広
報
活
動
を
行
い
、講
演
会
や
勉
強
会

等
も
必
要
に
応
じ
開
催
し
、農
家
へ
の
周

知
を
図
り
た
い
。

問　
　
国
は
女
性
で
あ
っ
て
も
男
性
で

あ
っ
て
も
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
活
躍

で
き
る
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
11
年
に
「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」を
策
定
し
た
。

　
直
近
の
県
内
新
聞
報
道
で
、
41
市
町
村

の
課
長
相
当
職
以
上
の
管
理
職
に
占
め

る
女
性
比
率
は
、
２
０
２
０
年
度
１
４
％

で
全
国
平
均
１
５
・
８
％
を
下
回
り
、
国

の
目
標
は
30
％
で
あ
る
。各
市
町
村
と
も

女
性
の
登
用
を
掲
げ
る
が
、
目
標
を
ど
う

実
行
す
る
の
か
本
気
度
が
問
わ
れ
て
い

る
。な
お
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
、

41
市
町
村
で
女
性
登
用
率
ゼ
ロ
自
治
体

は
、本
村
も
含
め
て
８
自
治
体
で
あ
る
。

　
本
村
は
、
平
成
17
年
６
月
か
ら
平
成
24

年
３
月
ま
で
課
長
相
当
の
２
人
の
女
性

管
理
職
登
用
が
あ
っ
た
が
、
以
後
、
女
性

職
員
の
管
理
職
登
用
は
な
い
。

　
時
代
の
趨
勢
を
鑑
み
て
、
女
性
職
員
か

ら
も
管
理
職
登
用
を
望
む
が
、
村
長
の
見

解
は

　
　
村
　
長

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
基
づ

き
、「
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
・

す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
令
和
の
社
会
へ
」

が
令
和
２
年
12
月
25
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
、
そ
の
第
５
次
計
画
を
勘
案
し
て
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
地
方
計
画
を
策
定

し
て
具
体
的
な
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
、
女
性

活
躍
の
推
進
の
重
要
性
が
一
層
増
し
て

お
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
の

た
め
、
男
女
共
同
参
画
の
裾
野
を
広
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。本
村
に
お
い

て
平
成
24
年
度
以
降
、
管
理
職
に
就
く
年

齢
層
、
経
験
年
数
を
有
す
る
女
性
職
員
が

少
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
女
性
職
員

の
管
理
職
の
登
用
が
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
役
場
職
員
の
女
性
職
員
の
占
め
る
割

合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
女
性
職
員
の

管
理
職
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
女
性
職
員

の
よ
り
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
と

い
う
意
欲
、
意
識
改
革
に
も
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
は
組
織
全
体
の
活
性
化
を
図
る

上
に
お
い
て
も
、
一
定
数
の
女
性
職
員
の

管
理
職
の
登
用
は
必
要
で
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
女
性
職
員
の
割
合
及
び
採
用

試
験
合
格
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
に
も

考
慮
し
つ
つ
、
女
性
職
員
の
採
用
に
努
め

る
と
と
も
に
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
女
性

職
員
の
管
理
職
へ
の
登
用
の
拡
大
に
向
け

て
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

※

３

問

問問

問

問

答

答

答

答答

一
般
質
問

一
般
質
問

※３　男女共同参画社会基本法とは
　男女共同参画社会を実現するための重要な法律として、国は「男女共同参画社会基本法」を1999年
に施行している。
　そこでは男女共同参画社会を、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会の
あらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的
及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」と定義している。

※５　６次産業化とは
　「第一次産業」である農業や水産業の従事者が、自身
の生産物を、「第二次産業」の分野である食品加工を
行い、「第三次産業」の分野である流通や販売までを
手掛けること。また、このように経営が多角化展開する
ことを６次産業化という。

すうせい
※４　趨勢

　物事がこれからどうなってゆくかという、ありさま。なりゆき。

※

４

※

５
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村
独
自
の
伊
江
島
空
港
利
活
用
可
能
性
調
査
を

沖
縄
県
が
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
重
要
で
あ
る

村長

内間広樹
議員

並里晴男
議員

落
花
生
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
伊
江
島
空
港
再
開
の
機
運
が
村
内
、

北
部
圏
域
、県
内
経
済
界
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
県
内
の
高
等
学
校
卒
業
後
の
進
学
率

が
約
40
％
の
な
か
で
専
修
学
校
（
専
門
課

程
）
進
学
が
約
25
％
と
な
っ
て
い
る
。そ

こ
で
、
空
港
業
界
業
務
の
専
門
知
識
や
資

格
取
得
な
ど
を
目
指
す
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）
の
誘
致
に
関
す
る
村
独
自
の
調
査

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
総
務
省
に
て
次
年
度
か
ら
始
ま

る「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

制
度
活
用
も
調
査
し
取
り
組
ん
で
み

て
は
。

　
　
村
　
長

　
空
港
業
界
業
務
の
専
門
知
識
や
資
格

取
得
な
ど
を
目
指
す
専
修
学
校
の
誘
致

に
関
す
る
調
査
に
お
い
て
も
、伊
江
島
空

港
の
定
期
便
の
運
航
再
開
に
向
け
た
調

査
研
究
と
同
様
、県
が
先
頭
に
立
っ
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

制
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
の
国
の

新
規
事
業
と
し
て
「
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
担
い
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
関
係
者

の
間
を
橋
渡
し
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
人
材
」
と

の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。同
制
度

の
詳
細
な
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
空

港
の
利
活
用
や
専
修
学
校
誘
致
に
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
人
材
の
募
集
が
可
能
か

ど
う
か
も
含
め
、有
効
な
制
度
活
用
に
向

け
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
今
年
の
ゆ
り
祭
り
も
中
止
と
な
っ

た
が
、
例
年
ゆ
り
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
楽

し
め
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
施
設
整
備
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

　
新
た
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
一

環
と
し
て
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
将
来

的
に
村
内
一
円
で
花
を
楽
し
め
る
よ
う
、

「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」を
農
家（
先
ず
は
葉

た
ば
こ
）
と
連
携
、
種
苗
提
供
を
村
、
植

栽
、
管
理
は
農
家
と
連
携
し
た
実
施
調
査

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
村
　
長

　「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」は
、
緑
肥
作
物
と

害
虫
抑
制
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
景
観

用
作
物
と
し
て
環
境
美
化
に
も
効
果
が

あ
り
、
観
光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
費
用
及
び
植
栽
管
理
で

農
家
へ
の
負
担
も
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
先

ず
は
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
葉
た
ば
こ

農
家
を
対
象
に「
伊
江
村
た
ば
こ
振
興
会
」

と
協
議
を
進
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
黒
糖
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
菓
子
の
原
材
料

で
あ
る
落
花
生
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
島

外
（
外
国
産
）
か
ら
輸
入
し
て
い
る
現
状

で
あ
り
、
今
後
安
定
し
た
落
花
生
の
供
給

体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
生

産
農
家
が
連
携
を
図
り
、
諸
課
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。落
花
生
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
村
の

取
り
組
み
は
。

　
　
村
　
長

　
食
品
表
示
法
の
改
正
に
伴
い
令
和
４

年
４
月
か
ら
、
原
材
料
の
産
地
表
示
を
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
本
村
の
現
状

で
は
黒
糖
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
菓
子
の
落
花
生

は
外
国
産
の
表
示
と
な
る
。今
後
、
島
の

代
表
的
な
特
産
品
と
し
て
維
持
販
売
す

る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
村
内
で
生
産

し
た
落
花
生
を
供
給
す
る
体
制
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
伊
江
島
産
落
花
生
を
多
く
活
用
す
る

た
め
、
機
械
化
に
よ
り
作
業
効
率
化
を

図
っ
て
、
島
の
加
工
業
者
も
使
え
る
よ
う

な
単
価
と
生
産
量
を
目
指
す
よ
う
今
後

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　
今
後
は
、
落
花
生
の
脱
莢
機
や
殻
割
機

等
の
整
備
や
栽
培
指
針
の
作
成
に
よ
り
、

生
産
農
家
の
負
担
の
省
力
化
や
増
産
及

び
品
質
向
上
を
図
り
、
農
家
へ
の
普
及
も

推
進
し
つ
つ
生
産
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
生
産
農
家
に
は
生
産
に
見
合
う
単

価
、
村
内
加
工
業
者
等
に
は
安
価
で
購
入

で
き
る
よ
う
、
行
政
と
し
て
も
何
ら
か
の

支
援
が
必
要
で
は
。

　
　
村
　
長

　
現
状
よ
り
も
さ
ら
に
伊
江
島
の
落
花

生
を
使
っ
た
製
品
の
可
能
性
が
あ
る
の

か
ど
う
な
の
か
検
証
し
な
が
ら
、
生
産
拡

大
、反
収
を
上
げ
る
。ま
た
、労
働
集
約
的

に
落
花
生
農
家
の
負
担
が
多
い
こ
と
か

ら
、機
械
化
、省
力
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
、
そ
の
後
に
ど
の
ぐ

ら
い
の
差
額
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

検
証
し
な
が
ら
、
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
村
外
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て

い
る
団
体
等
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
就
労
支
援
事
業
所
を
含
め
た
複
合
的
な
運

営
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し

問

問

問

問

問答

答答

答 障
が
い
者
向
け
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
再
度
伺
う

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
実
現
可
能

か
令
和
３
年
度
は
検
証
を
行
う

村長フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に

向
け
た
実
施
調
査
を

葉
タ
バ
コ
農
家
を
対
象
に
協
議

を
進
め
て
い
く

村長

答

一
般
質
問

一
般
質
問

※６　脱莢機とは
　脱穀または脱莢する機械の事。

※７　グループホームとは
　高齢者、障害者、親と同居不可能な子供
などの生活に困窮する人が、小人数で支援
を受けながら一般住宅で生活する、社会
的介護、養護の一形態である。地域社会に
溶け込む生活が理想とされ、「集団生活型
介護」とも称する。

※８　Ｂ型就労支援事業者とは
　年齢や体力などの面で雇用契約を結んで
働くことが困難な方が、軽作業などの就労
訓練を行うことができる福祉サービス。

※９　「地域プロジェクトマネージャー」制度
　これまでに自治体が受け入れてきた地域おこし
協力隊とは別に、地域、行政、民間、外部の関係者を
つなぎ、調整や橋渡しをしながら実質的にプロ
ジェクトをマネジメントできる「ブリッジ人材」
を自治体が雇用する場合に、国が財政支援すると
いう制度。

※10　マリーゴールド
　マリーゴールド（英語: mar igo ld、学名：
Tagetes）。キク科コウオウソウ属（マンジュギク属）
のうち草花として栽培される植物の総称。
　観賞目的の栽培が普通であるが、根に線虫の
防除効果があるので作物の間などに植えられること
もある。

て
い
な
い
離
島
に
お
い
て
は
、
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
多
い
た
め
、
現
状
で
は

難
し
い
と
の
こ
と
。

　
村
内
の
事
業
所
か
ら
は
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ

ト
面
、
双
方
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
事

業
推
進
に
は
慎
重
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、今
後
調
査
を
行
い
、支
援
協
議
会

の
中
で
早
め
に
話
し
合
い
を
行
い
、
令
和
３
年

度
に
向
け
て
方
向
性
が
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
　
村
　
長

　
Ｂ
型
就
労
支
援
事
業
者
と
も
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
、
両
面
の
方
か
ら
令
和
３
年

度
は
検
証
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
形
で

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
実
現
が
で
き
る
の
か
、

今
後
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

※

６

だつさや

※

８
だつさや

※

７

※

10

※

９
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村
独
自
の
伊
江
島
空
港
利
活
用
可
能
性
調
査
を

沖
縄
県
が
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
重
要
で
あ
る

村長

内間広樹
議員

並里晴男
議員

落
花
生
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
村
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
伊
江
島
空
港
再
開
の
機
運
が
村
内
、

北
部
圏
域
、県
内
経
済
界
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
県
内
の
高
等
学
校
卒
業
後
の
進
学
率

が
約
40
％
の
な
か
で
専
修
学
校
（
専
門
課

程
）
進
学
が
約
25
％
と
な
っ
て
い
る
。そ

こ
で
、
空
港
業
界
業
務
の
専
門
知
識
や
資

格
取
得
な
ど
を
目
指
す
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）
の
誘
致
に
関
す
る
村
独
自
の
調
査

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
総
務
省
に
て
次
年
度
か
ら
始
ま

る「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

制
度
活
用
も
調
査
し
取
り
組
ん
で
み

て
は
。

　
　
村
　
長

　
空
港
業
界
業
務
の
専
門
知
識
や
資
格

取
得
な
ど
を
目
指
す
専
修
学
校
の
誘
致

に
関
す
る
調
査
に
お
い
て
も
、伊
江
島
空

港
の
定
期
便
の
運
航
再
開
に
向
け
た
調

査
研
究
と
同
様
、県
が
先
頭
に
立
っ
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

制
度
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
の
国
の

新
規
事
業
と
し
て
「
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
担
い
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
関
係
者

の
間
を
橋
渡
し
す
る
ブ
リ
ッ
ジ
人
材
」
と

の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。同
制
度

の
詳
細
な
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
空

港
の
利
活
用
や
専
修
学
校
誘
致
に
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
人
材
の
募
集
が
可
能
か

ど
う
か
も
含
め
、有
効
な
制
度
活
用
に
向

け
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
今
年
の
ゆ
り
祭
り
も
中
止
と
な
っ

た
が
、
例
年
ゆ
り
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
が
楽

し
め
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
施
設
整
備
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

　
新
た
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
一

環
と
し
て
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
将
来

的
に
村
内
一
円
で
花
を
楽
し
め
る
よ
う
、

「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」を
農
家（
先
ず
は
葉

た
ば
こ
）
と
連
携
、
種
苗
提
供
を
村
、
植

栽
、
管
理
は
農
家
と
連
携
し
た
実
施
調
査

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
村
　
長

　「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」は
、
緑
肥
作
物
と

害
虫
抑
制
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
景
観

用
作
物
と
し
て
環
境
美
化
に
も
効
果
が

あ
り
、
観
光
資
源
に
も
な
り
得
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
村
と
し
て
は
、
費
用
及
び
植
栽
管
理
で

農
家
へ
の
負
担
も
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
先

ず
は
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
葉
た
ば
こ

農
家
を
対
象
に「
伊
江
村
た
ば
こ
振
興
会
」

と
協
議
を
進
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
黒
糖
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
菓
子
の
原
材
料

で
あ
る
落
花
生
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
島

外
（
外
国
産
）
か
ら
輸
入
し
て
い
る
現
状

で
あ
り
、
今
後
安
定
し
た
落
花
生
の
供
給

体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
生

産
農
家
が
連
携
を
図
り
、
諸
課
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。落
花
生
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
村
の

取
り
組
み
は
。

　
　
村
　
長

　
食
品
表
示
法
の
改
正
に
伴
い
令
和
４

年
４
月
か
ら
、
原
材
料
の
産
地
表
示
を
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
本
村
の
現
状

で
は
黒
糖
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
菓
子
の
落
花
生

は
外
国
産
の
表
示
と
な
る
。今
後
、
島
の

代
表
的
な
特
産
品
と
し
て
維
持
販
売
す

る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
村
内
で
生
産

し
た
落
花
生
を
供
給
す
る
体
制
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
伊
江
島
産
落
花
生
を
多
く
活
用
す
る

た
め
、
機
械
化
に
よ
り
作
業
効
率
化
を

図
っ
て
、
島
の
加
工
業
者
も
使
え
る
よ
う

な
単
価
と
生
産
量
を
目
指
す
よ
う
今
後

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　
今
後
は
、
落
花
生
の
脱
莢
機
や
殻
割
機

等
の
整
備
や
栽
培
指
針
の
作
成
に
よ
り
、

生
産
農
家
の
負
担
の
省
力
化
や
増
産
及

び
品
質
向
上
を
図
り
、
農
家
へ
の
普
及
も

推
進
し
つ
つ
生
産
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
生
産
農
家
に
は
生
産
に
見
合
う
単

価
、
村
内
加
工
業
者
等
に
は
安
価
で
購
入

で
き
る
よ
う
、
行
政
と
し
て
も
何
ら
か
の

支
援
が
必
要
で
は
。

　
　
村
　
長

　
現
状
よ
り
も
さ
ら
に
伊
江
島
の
落
花

生
を
使
っ
た
製
品
の
可
能
性
が
あ
る
の

か
ど
う
な
の
か
検
証
し
な
が
ら
、
生
産
拡

大
、反
収
を
上
げ
る
。ま
た
、労
働
集
約
的

に
落
花
生
農
家
の
負
担
が
多
い
こ
と
か

ら
、機
械
化
、省
力
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
、
そ
の
後
に
ど
の
ぐ

ら
い
の
差
額
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

検
証
し
な
が
ら
、
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
村
外
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て

い
る
団
体
等
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
就
労
支
援
事
業
所
を
含
め
た
複
合
的
な
運

営
が
必
要
で
あ
る
。ま
た
、サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し

問

問

問

問

問答

答答

答 障
が
い
者
向
け
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
再
度
伺
う

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
実
現
可
能

か
令
和
３
年
度
は
検
証
を
行
う

村長フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に

向
け
た
実
施
調
査
を

葉
タ
バ
コ
農
家
を
対
象
に
協
議

を
進
め
て
い
く

村長

答

一
般
質
問

一
般
質
問

※６　脱莢機とは
　脱穀または脱莢する機械の事。

※７　グループホームとは
　高齢者、障害者、親と同居不可能な子供
などの生活に困窮する人が、小人数で支援
を受けながら一般住宅で生活する、社会
的介護、養護の一形態である。地域社会に
溶け込む生活が理想とされ、「集団生活型
介護」とも称する。

※８　Ｂ型就労支援事業者とは
　年齢や体力などの面で雇用契約を結んで
働くことが困難な方が、軽作業などの就労
訓練を行うことができる福祉サービス。

※９　「地域プロジェクトマネージャー」制度
　これまでに自治体が受け入れてきた地域おこし
協力隊とは別に、地域、行政、民間、外部の関係者を
つなぎ、調整や橋渡しをしながら実質的にプロ
ジェクトをマネジメントできる「ブリッジ人材」
を自治体が雇用する場合に、国が財政支援すると
いう制度。

※10　マリーゴールド
　マリーゴールド（英語: mar igo ld、学名：
Tagetes）。キク科コウオウソウ属（マンジュギク属）
のうち草花として栽培される植物の総称。
　観賞目的の栽培が普通であるが、根に線虫の
防除効果があるので作物の間などに植えられること
もある。

て
い
な
い
離
島
に
お
い
て
は
、
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
多
い
た
め
、
現
状
で
は

難
し
い
と
の
こ
と
。

　
村
内
の
事
業
所
か
ら
は
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ

ト
面
、
双
方
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
事

業
推
進
に
は
慎
重
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、今
後
調
査
を
行
い
、支
援
協
議
会

の
中
で
早
め
に
話
し
合
い
を
行
い
、
令
和
３
年

度
に
向
け
て
方
向
性
が
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
　
村
　
長

　
Ｂ
型
就
労
支
援
事
業
者
と
も
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
、
両
面
の
方
か
ら
令
和
３
年

度
は
検
証
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
形
で

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
実
現
が
で
き
る
の
か
、

今
後
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

※

６

だつさや

※

８
だつさや

※

７

※
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※

９
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意
見
書

議
決
の
結
果 

（
第
２
回
〜
第
４
回
）
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県知事・県議会議長へ直接要請

伊江島空港利用促進に関する村民アンケート結果は伊江島広報イーハッチャー4月号をご覧ください。

北部地域並びに沖縄観光産業の振興・発展に向けた
「伊江島空港」の活用を求める意見書及び要請決議を可決3 22

　北部地域や沖縄観光産業の振興・発展に向けた「伊江島空港」の活用が県内において議論が活発化しています。
　そこで、村議会では伊江島空港管理者である沖縄県に対し、県が主体となって、将来的に伊江島空港の
活用に向けた可能性調査・研究に取り組むよう３月22日（月）に沖縄県知事並びに沖縄県議会議長へ直接、
手渡し要請をしました。北部選出議員の仲里全孝県議、平良昭一県議にもご同行いただきました。

定期便運航に向けて調査・研究に取り組む
こと1.
米軍訓練空域に伴う運用制限等の課題
解決に早期に取り組むこと2.

次期沖縄振興計画に位置づけ、実現に向け
て着実に推進すること3.
北部地域並びに沖縄観光産業の振興・発展
に向け、国に対し伊江島空港の活用及び
運航再開に向け、協議・調整を図ること

4.

議 決 の 結 果議 決 の 結 果議 決 の 結 果議 決 の 結 果

議 決 の 結 果議 決 の 結 果議 決 の 結 果議 決 の 結 果

県知事代理で対応した県企画部 宮城力部長へ要請を行う 左から亀里副議長、仲里全孝県議、赤嶺昇県議会議長、渡久地議長、平良昭一県議

議 案 番 号 件　　　名 議決結果

報告第２号 令和３年度沖縄県町村土地開発公社事業計画の報告について 原案報告

報告第３号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果に関する報告書の提出について 〃

報告第４号 沖縄製糖業体制強化対策事業（建築）工事の専決処分の報告について 〃

報告第５号 仮西保育所新築工事（建築・土木）の専決処分の報告について 〃

報告第６号 伊江小学校外構改修工事の専決処分の報告について 〃

同意第１号 教育長の任命について　東江上区　内間 常喜　氏　全会一致（起立採決） 原案同意

同意第２号 教育委員の任命について　西崎区　岸本 強　氏　全会一致（起立採決） 〃

認定第１号 村道の路線の認定について 原案認定

議案第４号 令和３年度伊江村一般会計予算　（起立多数）　※Ｐ4ページ参照 原案可決

議案第５号 令和３年度伊江村診療所特別会計予算　全会一致（起立採決）※Ｐ4ページ参照 〃

議案第６号 令和３年度伊江村国民健康保険特別会計予算　全会一致（起立採決）※Ｐ4ページ参照 〃

議案第７号 令和３年度伊江村後期高齢者医療特別会計予算　全会一致（起立採決）※Ｐ4ページ参照 〃

議案第８号 令和３年度伊江村水道事業会計予算　全会一致（起立採決）※Ｐ4ページ参照 〃

令和３年　第２回定例会	 会期：３月９日（火）～３月19日（金）
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県知事・県議会議長へ直接要請

伊江島空港利用促進に関する村民アンケート結果は伊江島広報イーハッチャー4月号をご覧ください。

北部地域並びに沖縄観光産業の振興・発展に向けた
「伊江島空港」の活用を求める意見書及び要請決議を可決3 22

　北部地域や沖縄観光産業の振興・発展に向けた「伊江島空港」の活用が県内において議論が活発化しています。
　そこで、村議会では伊江島空港管理者である沖縄県に対し、県が主体となって、将来的に伊江島空港の
活用に向けた可能性調査・研究に取り組むよう３月22日（月）に沖縄県知事並びに沖縄県議会議長へ直接、
手渡し要請をしました。北部選出議員の仲里全孝県議、平良昭一県議にもご同行いただきました。

定期便運航に向けて調査・研究に取り組む
こと1.
米軍訓練空域に伴う運用制限等の課題
解決に早期に取り組むこと2.

次期沖縄振興計画に位置づけ、実現に向け
て着実に推進すること3.
北部地域並びに沖縄観光産業の振興・発展
に向け、国に対し伊江島空港の活用及び
運航再開に向け、協議・調整を図ること

4.

議 決 の 結 果議 決 の 結 果議 決 の 結 果議 決 の 結 果

議 決 の 結 果議 決 の 結 果議 決 の 結 果議 決 の 結 果

県知事代理で対応した県企画部 宮城力部長へ要請を行う 左から亀里副議長、仲里全孝県議、赤嶺昇県議会議長、渡久地議長、平良昭一県議

令和３年　第２回定例会
議 案 番 号 件　　　名 議決結果

議案第９号 令和３年度伊江村船舶運航事業会計予算　（起立多数）　※Ｐ4ページ参照 原案可決

議案第10号 令和２年度伊江村一般会計補正予算（第８号） 〃

議案第11号 令和２年度伊江村診療所特別会計補正予算（第５号） 〃

議案第12号 令和２年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第４号) 〃

議案第13号 令和２年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第14号 令和２年度伊江村水道事業会計補正予算（第２号） 〃

議案第15号 令和２年度伊江村船舶運航事業会計補正予算（第３号） 〃

議案第16号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第17号 伊江村保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第18号 伊江村堆肥センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃

議案第19号 村立保育所厨房備品購入の契約変更について 〃

議案第20号 伊江村コミュニティ施設の指定管理者の指定について（東江上区、東江前区、阿良区、西江上区、西江前区、川平区、真謝区、西崎区公民館） 〃

議案第21号 伊江村特産品加工支援施設の指定管理者の指定について（株式会社伊江島物産センター） 〃

議案第22号 伊江村製氷施設の指定管理者の指定について（伊江漁業協同組合） 〃

議案第23号 伊江村パークゴルフ場の指定管理者の指定について（株式会社伊江島カントリークラブ） 〃

意見書第１号 北部地域並びに沖縄観光産業の振興・発展に向けた「伊江島空港」の活用を求める意見書 ※Ｐ14ページ参照 〃

決議第１号 北部地域並びに沖縄観光産業の振興・発展に向けた「伊江島空港」の活用を求める要請決議 ※Ｐ14ページ参照 〃

第３回臨時会	 会期：３月30日（火）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果

議案第24号 令和２年度伊江村一般会計補正予算（第９号） 原案可決

議案第25号 令和２年度伊江村診療所特別会計補正予算（第６号） 〃

議案第26号 令和２年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 〃

議案第27号 令和２年度伊江村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 〃

議案第28号 令和２年度伊江村船舶運航事業会計補正予算（第４号） 〃

第４回臨時会	 会期：４月30日（金）

議 案 番 号 件　　　名 議決結果

同 意 第 ３ 号 副村長の選任について　川平区　名城 政英　氏 全会一致（起立採決） 原案同意

承 認 第 １ 号 専決処分した伊江村税条例等の一部を改正する条例の承認を求めることについて 原案承認

承 認 第 ２ 号 専決処分した伊江村固定資産税の課税免除に関する条例の一部雄改正する条例の承認を求めることについて 〃

報 告 第 ７ 号 伊江村畜産総合施設整備工事（R2）土木の専決処分の報告について 原案報告

議 案 第29号 農業基盤整備促進事業（東江上第３地区）整備工事（R2）その２の請負契約の変更について 原案可決

議 案 第30号 伊江中学校マイクロバス購入の契約について 〃

議 案 第31号 令和３年度一般会計補正予算（第１号） 〃



3月 March
  1日：村総合運動公園屋内体育施設地鎮祭（正副議長）
  2日：北部広域市町村圏事務組合議会第57回定例会、
　　  北部市町村議会議長会第４回定例総会（議長/名護市）
  3日：議会運営委員会、議員全員協議会
  9日～19日：第２回伊江村議会定例会
22日：沖縄県及び沖縄防衛局へ要請行動（正副議長/那覇市・嘉手納町）
　　  村観光振興推進協議会（山城善彦経公委員長）
24日：村振興計画審議会（議長）
25日：北部振興会評議員会（議長/名護市）
26日：議会報告会（各区総会４月２日まで）（全議員）
30日：第３回伊江村議会臨時会、西保育所落成式（全議）
31日：農業集落排水事業推進委員会、役場退職者辞令交付式（議長）
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4月 Aprli
 1日：役場人事異動に伴う辞令交付式（議長）
 5日：村青年会総会（議長）
20日：村長選挙当選証書付与式（全議）
21日：芳魂之塔平和祈願祭（全議）
23日：沖縄振興拡大会議web会議（議長）
26日：議会広報調査特別委員会（議長・広報委員）
30日：第４回伊江村議会臨時会

5月 May
11日：北部市町村議会議長会理事会・総会（議長/名護市）
12日：県町村議会常任委員長・副委員長実務研修会
 （内間広樹総務委員長・島袋勉経公副委員長/那覇市）
17日：北部振興会会計監査（議長／名護市）
18日：村文化協会評議員会（議長）
19日：村民俗芸能保存会役員会（議長）
20日：人材育成会理事会（正副議長）・総会（全議）
23日：村商工会総会（議長）
24日：議会広報調査特別委員会（議長・広報委員）

議会の活動

傍聴・感想ありがとうございました村老人クラブ連合会傍聴

初めて傍聴しました。「紅芋タルト」に
関する一般質問がありましたが、私も
保育所や学校給食に週1、2回デザート
として出してほしいと思います。（コロ
ナ禍で村内の工場が休業しているため）

感想1 一般質問で議員と村
長のやりとりを聞く
ことができ、とても
良かったです。

感想２

初めての傍聴楽しかっ
たです。議会広報紙を
読むのも楽しみです。

感想３

3月定例会の傍聴者数は7人でした。傍聴を希望される方は、
お気軽に議会事務局までお問合せください。

宮 城　悟 みやぎ さとる 行政区 東江前区（東村出身）役　職 JAおきなわ 伊江支店長

知 念 政 宏 ちねん まさひろ 行政区 西江前区役　職 伊江村商工会 会長 

　伊江島に赴任して４月で２年半になりましたが、この度、
令和３年４月１日付で支店長を拝命致しました。これまで
様々な行事を通して顔見知りの方も増え充実した
日々を送る事が出来ています。

自己紹介

　議員の皆様方が、村民の生活向上にご尽力に頂いて
いる活動に敬意を表します。広報誌は非常に見やすく
丁寧だと感じました。

議会広報「いえそん」を読んでの感想

　日頃より、JA事業にご協力賜り感謝申し上げます。
お陰様で季節工宿舎も整備され、運用されております。
今後も、農業発展へのご協力をお願い致します。

伊江村に期待する事

　伊江村商工会 会長を仰せつかっております。
　会長の知念 政宏と申します。

自己紹介

　議会広報へ審議内容の掲載がなされることは、日々
の議会活動が伺える大変に有益な記事だと所感を抱き
ました。先生方の一層のご活躍と村の繁栄に期待すると
ともに感謝いたします。

議会広報「いえそん」を読んでの感想

　議会・行政の事業計画がつつがなく達成され、地域の
商工事業者が村の繁栄と共にあることを御期待申し
上げます。

伊江村に期待する事

議会広報いえそん172号（P11）掲載の児童の名前に訂正がありました。
正しくは、山里虹太（こうだい）さんです。訂正してお詫び申し上げます。

お詫びと訂正
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平和祈願祭

第２回定例会で予算が可決された第２弾タッちゅん商品券

議会広報いえそんNo.172号（３月号）

みました。
議会広報の感想を

No.174号９月号に掲載します。

議会広報いえそんNo.173号（6月号）を
読んでの感想を一般募集します！

伊江村議会事務局 ☎0980-49-2924連絡先連絡先

先着２名！
６月30日〆切

聞いて

６月16日（水）午前10時～
6月定例会予定
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「議会」とは何だろう！？ P2～3TOPIX
トピックス

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

この印刷物は地球環境に優しい
植物油インキを使用しています。

生年月日 昭和16年１月20日生 80歳
名　　前

行政区・屋号 東江前区・ナンジャトゥモ

題 字 記 入 者

玉 城  清 武
たま  しろ  きよ  たけ

（ふさと苑）

　在宅からデイサービスを利用されています。
　お話好きで歌好き。穏やかで利用者さん同士
の会話も多く活気があります。特に歌は、唱歌、
歌謡曲、民謡などジャンルを問わずよくご存じです。
　レクレーションの「風船バレー」では戦力として
大活躍しています。

職員からみた玉城さん

書きました！
私が
わたし

か

を

ドゥンチュイムニ

伊江村議会事務局長 島 袋  裕 次

　　　　　　　という方言がある。「心を一つに合わせること、協力」という語彙。
　今の厳しい時代を村ぐるみで乗り越えていきましょう！私は好きな造語「一笑健明（いっしょうけんめい）」を毎朝イ
メージしています。人生半世紀が過ぎ、常に前を向くこと、楽しむことをモットーに日々の生活を過ごすよう心掛けて
います。
　村民皆様が、一日笑顔で健康で明るく過ごせますように・・・。
　最後に、コロナ禍で現場に立つ全国の医療従事者に感謝し、村民皆様の御健康とコロナの早期終息を心から願って
います。

「チムズリ」

チューパンジャ シンショリヨ～♪

独り言

伊江村議会事務局
で検索ッちゅん

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

城山中腹の駐車場周辺に植栽
された松の管理について

平成27年12月定例会あの質問どうなった！？

平成10年、城山中腹
に松の成木40本が

植栽されたが、現在は５
本。その後、村の予算で植
栽された。以前のように松
が茂った景観づくりは出
来ないか。

質 相次ぐ台風等により
過酷な条件ではあ

る。「城の前」の歌のように
「城の前の松の枝持ちの美
らさ」というイメージをし
て植栽計画をしていく。

答 平成28年、宝くじの
社会貢献広報活動

事業の助成を受け、リュウ
キュウマツ30本を植栽。台
風等の影響もなく順調に
生育している。

現
Good Job

令和３年５月18日撮影　西保育所の子どもたち 18議会広報 いえそん　No.173






